
具体的な方法

市民委員の仕事

【行政の施策】

行財政改革推進市民委員会

客観的・専門的視点
（大学、報道、商工、金融、労働者団体、移住者など）

①文書による二次評価

②主な事業のヒアリング

③行革大綱の策定

委員からの客観的評価により、市の内部評価
を改善。（H30年9月～10月に実施済み）

委員の客観的・専門的視点での意見・提言に
より市の取り組みを改善。

今後5年間の行財政改革を行うための取組を、
様々な分野の委員から意見を参考に策定。

→

→

→

外部目線での意見・提言によって
さらに効率的・効果的に取組を改善。

行財政改革を進めることで、限られた資源でよりよい
行政サービスの提供を目指しています。（行革大綱）
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